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定 例 議 会

9月定例議会
９月１２日～９月１９日

平成２６年

報告	 専決処分	 損害賠償に係る和解及び賠償額………………………………３件他
議案	 専決処分	 一般会計補正予算…………………………………………………１件
	 条例制定	 子ども・子育て関連３法案成立にともなう条例……………３件他
	 決算認定	 平成２５年度一般会計他の決算の認定…………………………３件
	 補正予算	 平成２６年度一般会計他の補正予算……………………………４件
	 任命	 教育委員の任命……………………………………………………１件
報告	 平成２５年度決算に基づく評価等………………………………………………３件
発議	 意見書	 農業委員会制度、林業振興、新幹線導入等……………………４件
決算認定は決算特別委員会を設置・審査する事とし、他を可決、同意した。

■平成２６年９月補正後予算額

総　　額	 １５１億５００１万円	（２億９６５３万円増）
一般会計	 ９１億４６５０万円	（２億４８５４万円増）
特別会計	 ４６億７５７０万円	（４７９８万円増）
企業会計	 １３億２７８１万円	（増減なし）

平成２６年９月の主な補正

歳入 	地方交付税	 ３７０１万円
	 国庫支出金	 １０９８万円
	 繰越金	 １億１８９万円
	 諸収入	 ４９８８万円	（道の駅販売収入を上方修正）

	 町債	 ３７２２万円	（臨時財政対策債）

歳出 	災害復旧費	 ３９００万円
	 町道橋梁点検業務委託料	 １５００万円
	 林業経営支援補助金	 １０００万円
	 林道舗装補修工事	 ２３６０万円
	 道の駅事業に要する費用（上方修正）	 ５５９８万円
	 久万商店街景観整備事業補助金	 ７８０万円
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臨 時 議 会

7月臨時議会
７月１５日

平成２６年

議案	 損害賠償に係る和解及び賠償額の専決処分
	 一般会計補正予算…………………………………………………３２８５万を追加
	 主な歳入	 国庫支出金……………………………………………１７１０万円増
	 	 県支出金…………………………………………………５００万円増
	 	 繰越金……………………………………………………３８８万円増
	 	 諸収入…………………………………… １６７２万円増（違約金）
	 主な歳出	 林道関係…………………………………………………１３６０万円
	 	 道の駅………………………………………………………４０７万円
	 	 農道関係…………………………………………………１３４３万円
㈱いぶきの経営状況報告を受け、農業委員４人の推薦に同意した。

これからの久万高原町議会に
政務活動費は必要か！？否か！？

　何かと今、話題の「政務活動費」。条例で定めれば交付することができますが、交付

している町村は全国で約２０％です。「何に使うの？」「本当に必要なの？」などなど、

いろいろ疑問もありましょうが、将来を見据えて久万高原町議会においての「政務活

動費の必要性」についての考え方をご紹介します。皆さんはどう思われますか？

国の在り方
中央集権的
国家
⇩

地方分権的
国家

※平成１１年に成立
した「第一次地方分
権一括法」に始まり、
地方分権、地域主権
に関する法律が次々
と成立している。

地方自治体
国が地方の上位
の関係
⇩
対等な

パートナーシップ関係
⇩

「地方主権改革」
の推進
⇩

⇩
首長の決定権
の up↗

政務活動費の利用⇦

議会の役割

これまで以上に
重要になる

⇩
⇩

議員の資質の向上が
必要不可欠である

調査、研修のための旅費、参加費、
図書、資料の購入費等が必要

議員

◦責任の増加
◦将来を見据えた
　更なる自己研鑽が
　必要

⏎

⇨
➡

➡

⇨ ⇨

自らが自らの責任において決める自治体

提案できる議会、チェックできる議会
が求められる

その為に⇦
⇩　

➡

皆さんは

どう思いま
すか？
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一 般 質 問

■□問　
郷
土
愛
を
育
む
教
育
を

■□答　
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
こ
と
が
基
本

日
野
教
育
長

髙
橋
末
廣
議
員

●問
時
代
が
進
む
こ
と
は
、
必
ず
い
い

事
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
名
の
も
と
に
、
と
も
す
る
と
海
外
に
目

が
い
き
、
あ
る
い
は
都
市
に
あ
こ
が
れ
る

こ
と
で
、
郷
土
を
愛
す
る
事
が
薄
れ
が
ち

で
は
無
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

そ
こ
で
二
点
質
問
す
る
。

●問
一　

小
中
学
校
に
お
け
る
国
旗
、

町
旗
、
校
旗
の
掲
揚
、
あ
る
い
は

国
歌
、
町
歌
、
校
歌
の
斉
唱
の
基
準
は
当

町
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

●答
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
国
旗
等

の
掲
揚
、
国
歌
等
の
斉
唱
に
か
か

る
基
準
は
特
に
定
め
て
い
な
い
。
学
習
指

導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
慣

習
や
伝
統
に
基
づ
き
、
各
学
校
長
の
自
主

的
な
判
断
で
行
っ
て
い
る
。

入
学
式
、
卒
業
式
及
び
中
学
校
の
少
年

式
に
お
い
て
は
、
全
て
の
小
中
学
校
で
、

国
旗
、町
旗
、校
旗
の
掲
揚
を
行
っ
て
い
る
。

又
、
こ
れ
ら
の
三
行
事
に
お
け
る
国
歌
、

町
歌
、
校
歌
の
斉
唱
に
つ
い
て
も
、
ほ
と

ん
ど
の
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

日
野
教
育
長

●問
二　

中
学
生
に
お
け
る
郷
土
愛
を

育
む
教
育
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

●答
各
学
校
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
で
、
五
つ
ぐ
ら
い
に

分
類
し
て
、
答
え
る
。

（
一
）　

地
域
の
方
々
を
講
師
に
迎
え
、
伝

統
文
化
な
ど
を
学
び
、
発
表
す
る
学

習
。

（
二
）　

生
徒
が
地
域
に
出
向
い
て
行
う
体

験
学
習
。
例
え
ば
宿
泊
体
験
、
遠
足
、

登
山
、
ス
キ
ー
学
習
、
お
茶
摘
み
等
。

（
三
）　

町
内
の
事
業
所
で
行
う
職
場
体
験

学
習
。

（
四
）　

地
域
で
清
掃
や
植
樹
な
ど
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

（
五
）　

山
之
内
仰
西
な
ど
、
地
域
の
教
材

を
使
っ
て
の
道
徳
の
学
習
。

こ
の
よ
う
な
学
習
機
会
を
通
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
よ
さ
に
気
づ
か
せ
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
を
育
て
て
い
き
た
い
。

	

日
野
教
育
長

●問
中
学
生
に
な
る
と
、
君
が
代
と
校

歌
は
歌
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町

歌
を
歌
う
機
会
は
非
常
に
少
な
い
印
象
を

受
け
て
い
る
。
又
、
中
学
生
の
郷
土
愛
を

育
む
教
育
と
し
て
の
機
会
の
中
で
、
本
町

に
は
上
黒
岩
遺
跡
と
か
大
除
城
な
ど
他
町

に
誇
る
史
跡
が
有
る
。
中
学
校
に
な
る
と
、

そ
う
し
た
所
に
行
き
研
究
す
る
機
会
が
少

な
い
と
思
う
が
、
大
事
な
文
化
的
、
歴
史

的
資
産
は
十
分
理
解
し
て
、
卒
業
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

●答
も
し
町
歌
が
一
度
も
小
学
校
、
中

学
校
で
歌
わ
れ
な
い
の
は
、
大
変
、

問
題
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
指
導
し
て
行

き
た
い
。

中
学
校
の
郷
土
愛
を
育
む
学
習
で
、
地

元
の
文
化
財
に
対
す
る
理
解
を
も
っ
と
深

め
て
は
と
い
う
御
意
見
、
そ
の
と
お
り
だ

と
思
う
。

た
だ
、
現
実
は
、
中
学
校
は
学
習
も
多

方
面
に
わ
た
る
し
、
自
主
的
な
部
活
動
も
、

子
供
た
ち
の
大
き
な
成
長
の
機
会
に
成
っ

て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
郷
土
愛
を
育
む
授
業

を
、
郷
土
資
料
を
使
っ
て
学
習
で
き
る
よ

う
指
導
し
て
行
き
た
い
。	

日
野
教
育
長

一
般
質
問
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一 般 質 問

■□問　
年
金
受
給
者
な
ど
高
齢
者

の
生
活
安
定
の
方
策
を
問

う
。

■□答　
道
の
駅
等
へ
の
農
産
物
出

荷
に
よ
る
収
入
確
保
が
そ

の
一
つ
で
あ
る中

野
克
仁
議
員

●問
現
在
、
久
万
高
原
町
に
お
け
る
年

金
受
給
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

国
民
年
金
で
あ
る
と
思
う
。
国
民
年
金
の

場
合
、
月
に
使
え
る
の
は
約
４
万
円
が
現

状
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
た
ち
ま
ち
生

活
で
き
る
金
額
で
は
な
い
の
は
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
高
齢
者
の
生
活
の
安
定
に
向
け

て
、
町
と
し
て
何
か
お
考
え
が
あ
る
か
、

お
伺
い
し
た
い
。

●答
本
町
で
年
金
受
給
者
の
現
状
は
、

年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
の
方
が

２
３
１
１
名
で
、
全
体
の
50
％
を
占
め
て

い
る
。

そ
の
う
ち
50
万
円
以
下
の
方
が
９
７
２

名
全
体
の
21
％
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
高
齢
者
の
生
活
の

安
定
の
た
め
の
収
入
確
保
に
つ
い
て
は
、

そ
の
一
つ
が
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
健

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
道
の
駅

「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
の
農
産
物
直
販

所
や
飲
食
店
へ
の
農
産
物
出
荷
で
あ
る
。

道
の
駅
へ
の
出
荷
者
数
は
２
２
３
名
で

65
歳
以
上
の
方
が
１
０
０
名
、
う
ち
出
荷

シ
ス
テ
ム
利
用
者
は
75
名
、
う
ち
65
歳
以

上
が
54
名
で
あ
る
。
町
と
し
て
、
金
額
的

な
補
助
を
だ
す
の
は
難
し
い
と
思
う
中
、

一
人
が
一
日
に
１
０
０
０
円
ず
つ
で
も
出

荷
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
１
ヶ
月
に

３
万
円
ぐ
ら
い
の
収
入
が
あ
ろ
う
か
な
と

思
う
。	

髙
野
　
町
長

●問
年
金
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
創
出
と

い
う
意
味
で
は
、
道
の
駅
は
利
用

価
値
が
あ
り
、
必
要
な
も
の
に
な
っ
て
き

つ
つ
あ
る
が
、
出
荷
す
る
作
物
の
季
節
、

地
域
、
種
類
等
、
き
め
細
か
な
計
画
が
、

さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
小
規
模
農
地
の
管
理
、
維
持
の
た

め
に
も
、
少
量
高
収
益
の
作
物
の
研
究
も

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
事
に
つ
い

て
本
気
で
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

●答
農
政
課
と
し
て
は
、
道
の
駅
対
策

と
し
て
、
高
齢
者
対
象
に
小
規
模

ハ
ウ
ス
導
入
事
業
、
果
樹
振
興
対
策
と
し

て
、
苗
木
の
補
助
、
重
量
野
菜
か
ら
、
軽

量
野
菜
と
し
て
ピ
ー
マ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
振
興
、
冬
場
対
策
と
し
て
、
豆
類
の
振

興
を
図
っ
て
い
る
。	

加
藤
農
政
課
長

●問
道
の
駅
を
は
じ
め
、
各
地
区
で
の

観
光
客
増
加
に
よ
る
経
済
効
果

も
、
少
な
か
ら
ず
、
高
齢
者
の
生
活
安
定

に
つ
な
が
る
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
町
内
の
観
光
施
設
、
観
光
地

が
、
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
点
と
し
て
し
か
存

在
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
観
光
地
、
観
光
行
事
を
つ
な
げ
る
と

い
う
か
、
総
合
的
広
域
的
な
視
点
で
考
え

て
い
る
か
お
伺
い
し
た
い
。

●答
林
業
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
石
鎚
山
、
ま
た

面
河
渓
の
紅
葉
関
係
を
、
ラ
ジ
オ
等
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
国
カ
ル

ス
ト
の
従
来
に
な
か
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
検
討
中
で
あ
る
。

道
の
駅
を
核
と
し
た
観
光
振
興
が
見
え

な
い
と
い
う
が
、
担
当
課
と
し
て
は
、
各

課
と
の
連
携
を
も
と
に
、
観
光
振
興
に
努

力
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

小
倉
企
画
観
光
課
長

道の駅出荷風景
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一 般 質 問

■□問　
若
者
の
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
を
問
う

■□答　
町
の
重
要
課
題
と
し
、
有

効
な
施
策
を
進
め
た
い

中
川
武
志
議
員

●問
少
子
高
齢
化
で
若
者
の
流
出
に
歯

止
め
を
か
け
る
施
策
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。
更
に
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
や
定
住

促
進
宅
地
分
譲
の
販
売
等
を
、
若
者
定
住

の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の

事
業
の
現
状
と
見
通
し
、
新
た
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
へ
の
考
え
を
伺
い
た

い
。●答

少
子
高
齢
化
で
久
万
高
原
町
の
人

口
も
９
３
０
０
人
余
り
に
な
っ
て

お
り
、
高
齢
化
率
は
45
パ
ー
セ
ン
ト
で
26

年
後
あ
た
り
に
は
、
４
３
０
０
人
ぐ
ら
い

の
人
口
に
成
ろ
う
か
と
思
う
。

わ
が
町
は
、
農
林
業
が
基
幹
産
業
で
あ

り
、
農
林
業
が
良
く
な
り
、
農
産
物
が
ど

ん
ど
ん
売
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
成
り
、
こ

こ
へ
帰
っ
て
き
て
も
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
も
あ
る

か
な
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
の
有
識
団
体
が
人
口
減
で
、

自
治
体
の
半
数
が
将
来
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
試
算
を
、
５
月
に
発
表
し
た
。

地
方
自
治
体
の
関
心
は
高
く
町
と
し
て

も
、
結
婚
、
出
産
の
祝
い
金
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
、
上
浮
穴
高
校
へ
の

進
学
助
成
、
農
業
研
修
者
制
度
、
若
者
定

住
促
進
宅
地
の
分
譲
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

来
年
度
か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
２
名
採
用
し
、
地
域
お
こ
し
と
共
に

定
住
を
促
進
す
る
事
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
る
為
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
魅
力

的
な
町
を
積
極
的
に
発
信
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
若
者
定
住
は
町
の
重
要
課
題
と

の
認
識
を
共
有
し
て
、
今
後
も
可
能
な
限

り
そ
の
促
進
に
努
め
る
と
共
に
、
国
の
動

向
に
注
視
し
、
有
効
な
施
策
が
有
れ
ば
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

髙
野
　
町
長

●問
定
住
促
進
分
譲
地
は
５
件
契
約
済

み
と
い
う
事
だ
が
、
担
当
者
に
聞

く
と
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
も
実
施
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
販
売
促
進
活
動
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、
販
売
実
績
に
つ
い
て
の
率
直

な
思
い
は
い
か
が
か
。

●答
現
在
、
５
軒
目
の
契
約
を
し
た
が
、

今
後
は
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
し
て

見
学
、
視
察
を
実
施
し
宣
伝
し
な
が
ら
前

向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

髙
野
　
町
長

●問
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
定
住
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
だ
ろ
う
と
認

識
し
て
い
る
が
、
通
勤
圏
内
に
松
山
市
を

捉
え
る
と
し
た
時
に
、
提
案
と
し
て
、
生

活
が
安
定
す
る
３
年
ぐ
ら
い
の
期
間
を
限

定
し
て
、
通
勤
助
成
を
す
る
と
言
う
よ
う

な
販
売
条
件
の
見
直
し
も
、
一
つ
の
手
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

●答
ま
だ
早
速
に
こ
れ
を
緩
和
す
る
よ

う
な
こ
と
は
早
い
と
思
う
。

あ
と
２
年
も
し
た
ら
、
緩
和
を
し
て
、

久
万
高
原
町
に
住
宅
が
無
い
方
に
住
ん
で

も
ら
う
。
町
か
ら
外
に
出
な
い
よ
う
に
考

え
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

	

髙
野
　
町
長

●問
我
が
町
に
目
を
向
け
て
見
る
と
、

若
者
の
雇
用
の
場
が
な
く
町
外
に

流
出
し
て
行
く
現
状
が
有
る
。
人
口
減
少

問
題
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

さ
せ
、
人
口
減
少
対
策
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
か
と
思
う
が
い

か
が
か
。

●答
我
が
町
も
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。

人
口
が
減
っ
て
い
る
中
で
久
万
高

原
町
と
い
う
住
み
や
す
い
地
域
で
農
家
を

し
た
い
と
言
う
方
が
多
い
と
聞
く
の
で
、

空
き
家
に
誘
致
し
人
口
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

町
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

議
員
に
も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

髙
野
　
町
長

若者定住促進分譲団地
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議
案
第
１
０
２
号　
「
久
万
高
原
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

こ
の
条
例
は
、
平
成
24

年
８
月
に
質
の
高
い
幼
児

期
の
学
校
教
育
、
保
育
の

総
合
的
な
提
供
、
保
育
の

量
的
拡
大
及
び
確
保
並
び

に
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
子
供
・
子

育
て
関
連
３
法
が
成
立
し
、

子
供
・
子
育
て
の
新
た
な

制
度
が
創
設
さ
れ
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
を
行
う
施

設
等
の
認
可
や
運
営
の
基

準
を
町
が
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
の
監
査
に
属
す

る
家
庭
的
保
育
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
つ
い
て
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
３
号　
「
久
万
高
原
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

こ
の
条
例
も
、
平
成
24

年
８
月
に
、
子
供
・
子
育

て
関
連
３
法
が
成
立
し
、

子
供
・
子
育
て
の
新
た
な

制
度
が
創
設
さ
れ
、
町
の

認
定
を
受
け
た
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

議
案
第
１
０
４
号　
「
久
万
高
原
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

こ
の
条
例
も
、
平
成
24

年
８
月
に
、
子
供
・
子
育

て
関
連
３
法
が
成
立
し
、

子
供
・
子
育
て
の
新
た
な

制
度
が
創
設
さ
れ
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
９
号　
「
平
成
26
年
度
久
万
高
原
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

予
算
の
補
正
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、	

２
億
４
８
５
４
万
５
千
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
は	

９
１
億
４
６
５
０
万
２
千

円
歳
入

地
方
交
付
税

３
７
０
１
万
２
千
円

河
川
総
務
費
分
担
金
な

ど
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

３
１
３
万
５
千
円

地
域
活
性
化
、
効
果
実	

感
臨
時
交
付
金
な
ど
の
国	

庫
支
出
金

１
０
９
８
万
３
千
円

が
け
崩
れ
防
災
対
策
事

業
費
補
助
金
な
ど
県
支
出

金
７
３
８
万
４
千
円

記
念
事
業
費
繰
越
金

１
億
１
８
９
万
５
千
円

道
の
駅
収
入
な
ど
諸
収

入
４
９
８
８
万
８
千
円

町
債
３
７
２
２
万
９
千

円
歳
出
の
主
な
も
の

教
育
費

ラ
グ
ビ
ー
場
の
ス
ポ
ー

ツ
ト
ラ
ク
タ
ー
購
入
費

８
１
２
万
４
千
円

柳
谷
中
学
校
閉
校

記
念
事
業
費
補
助
金

４
０
５
万
４
千
円

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
・

机
購
入
費
２
２
２
万
９
千

円

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

ＮＩＫＯＮＩＫＯ館
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美
川
中
へ
統
合　

柳
谷
中
学
校
閉
校

審
議
　

〈
教
育
委
員
会
〉

髙
橋
委
員

寮
生
が
定
数
を
超
え
る

と
聞
く
が
教
育
委
員
会
の

調
査
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

遠
山
事
務
局
長

若
竹
寮
定
員
20
名
、
現

在
22
名
の
希
望
が
あ
る
。

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
等

の
規
定
が
あ
り
、
教
育
委

員
会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

部
屋
の
改
築
な
ど
状
況
を

み
て
考
え
た
い
。

髙
橋
委
員

若
竹
寮
は
人
気
が
い
い
。

子
供
た
ち
が
く
つ
ろ
げ
る

場
所
な
ど
を
整
備
し
、
希

望
が
可
能
に
な
る
よ
う
に

早
急
な
準
備
を
お
願
い
し

た
い
。

髙
橋
委
員

行
事
が
重
な
っ
て
い
る

場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
、

日
程
調
整
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

遠
山
事
務
局
長

年
度
当
初
に
計
画
し
て

い
る
。
県
の
事
業
と
ダ

ブ
っ
て
い
る
こ
と
も
時
々

見
受
け
ら
れ
る
。
検
討
し

て
い
く
。

議
案
第
１
１
０
号　
「
平
成
26
年
度
久
万
高
原
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

予

算

の

補

正

額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
１
４
７
２
万
３
千
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
は

１
７
億
２
５
７
３
万
円

歳
入

前
年
度
繰
越
金

１
４
６
２
万
４
千
円

歳
出

介
護
給
付
費
国
庫
負

担
金
や
支
払
基
金
交
付

金
な
ど
の
生
産
返
還
金

１
２
５
２
万
１
千
円

認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
等
設
置
事
業
に
要
す
る

費
用
１
２
２
万
７
千
円

審
議
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で
「
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

柳谷　幼・小・中学校

若竹寮

若竹寮
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議
案
第
１
０
９
号　
「
平
成
26
年
度
久
万
高
原
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

予
算
の
補
正
額
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

２
億
４
８
５
４
万
５
千
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
は

９
１
億
４
６
５
０
万
２
千

円
補
正
予
算
歳
入
の
概
要

は
、
総
務
文
教
厚
生
常
任

委
員
長
か
ら
報
告
が
あ
り

省
略
す
る
。

歳
出
の
主
な
も
の

農
林
水
産
業
費

林
道
舗
装
補
修
工
事

２
３
６
０
万
円

林
業
経
営
支
援
補
助
金

１
０
０
０
万
円

商
工
費

久
万
町
商
店
街
景
観
整

備
事
業
補
助
金
７
８
０
万

円
土
木
費

町
道
橋
梁
点
検
委
託
業

務
１
５
０
０
万
円

が
け
崩
れ
防
災
対
策
工

事
１
２
５
０
万
円

除
雪
作
業
委
託
料

５
０
０
万
円

景
観
計
画
策
定
業
務
委

託
料
５
８
５
万
円

ま
ち
な
か
交
流
館
の
測

産
業
建
設
常
任
委
員
会

量
設
計
委
託
料
５
７
０
万

円
災
害
復
旧
費

林
道
崩
土
除
去
な
ど
の

業
務
委
託
料
２
８
０
０
万

円
町
道
の
災
害
復
旧
工
事

８
０
０
万
円

夏
秋
野
菜
が
安
値　

天
候
不
順

審
議

〈
農
政
課
〉

瀧
野
委
員

ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
の

値
段
が
安
い
と
聞
い
て
い

る
。
新
規
就
農
者
の
経
営

は
厳
し
い
と
思
う
が
調
査

し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

加
藤
農
政
課
長

ト
マ
ト
60
％
台
、
ピ
ー

マ
ン
50
％
近
く
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
指
導

員
に
よ
る
巡
回
は
し
て
い

る
。

瀧
野
委
員

新
規
就
農
者
は
蓄
え
も

な
く
経
営
的
に
厳
し
い
。

離
農
者
が
出
た
場
合
、
手

助
け
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

髙
野
町
長

ご
意
見
は
あ
り
が
た
い
。

災
害
な
ど
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
時
に
は
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
調
査

は
実
施
し
た
い
。

瀧
野
委
員

農
業
も
い
ろ
ん
な
資
金

制
度
が
あ
る
。
新
規
就
農

者
の
把
握
を
し
な
が
ら
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
調
査
を
し
て
実
施
し

て
も
ら
い
た
い
。

髙
野
町
長

加
工
品
を
作
り
蓄
え
て
、

販
売
し
て
い
る
人
も
い
る
。

そ
う
い
う
指
導
も
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

加
藤
農
政
課
長

新
規
就
農
者
は
、
５
年

間
無
利
子
の
融
資
制
度
が

あ
る

瀧
野
委
員

融
資
制
度
を
利
用
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

加
藤
農
政
課
長

返
済
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
少
な
め
に
借
り

て
い
る
。

小
川
委
員

静
電
防
除
機
や
ハ
ウ
ス

の
建
替
え
の
補
助
は
。

加
藤
農
政
課
長

防
除
機
や
新
た
に
面
積

を
拡
大
す
る
農
家
へ
は
補

助
を
実
施
し
て
い
る
。
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久
万
高
原
町
産
材
の
推
進

〈
森
林
林
業
課
〉	

小
川
委
員

林
業
経
営
支
援
補
助
金

は
個
人
に
対
し
て
か
。

菅
林
業
課
長

個
人
や
小
規
模
の
林
家

が
対
象
で
、
購
入
金
額
の

20
％
以
内
、
１
０
０
万
円

を
限
度
と
し
て
い
る
。

瀧
野
委
員

木
工
機
械
の
購
入
後
の

活
用
は
し
て
い
る
の
か
。

菅
林
業
課
長

道
の
駅
や
商
店
街
の
看

板
の
作
成
、
香
織
工
房
な

ど
町
内
の
木
工
関
係
者
が

研
修
を
受
け
使
用
し
て
い

た
だ
く
。

瀧
野
委
員

県
の
会
議
で
は
久
万
高

原
町
産
材
の
名
札
（
会
議

時
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

久
万
高
原
町
産
材
の
推
進

を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

髙
野
町
長

町
村
会
、
議
長
会
で
は

使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

災
害
、
イ
ン
フ
ラ　

対
策

〈
建
設
課
〉

中
川
委
員

橋
梁
の
点
検
計
画
や
35

橋
は
県
に
一
括
委
託
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
メ

リ
ッ
ト
は
な
に
か
。　

高
橋
建
設
課
長

５
年
に
１
回
の
サ
イ
ク

ル
で
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
県
管
理
と
町
管

理
の
橋
梁
を
あ
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
移
動
時
間
の
短

縮
、
目
視
点
検
の
際
、
橋

梁
点
検
車
両
が
必
要
に
な

る
が
四
国
全
体
で
６
～
７

台
し
か
な
い
。
一
括
発
注

す
る
こ
と
に
よ
り
年
度
内

に
業
務
が
終
了
で
き
る
。

西
山
委
員

町
道
に
水
路
が
あ
る
、

図
面
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

高
橋
建
設
課
長

県
か
ら
は
道
路
台
帳
を

引
き
継
ぐ
が
、
細
か
く
水

路
が
入
っ
て
い
る
図
面
は

な
い
。
町
も
台
帳
は
あ
る

が
水
路
や
暗
渠
は
わ
か
ら

な
い
。

髙
野
町
長

災
害
に
お
い
て
町
費
で

で
き
る
場
合
は
す
ぐ
に
実

施
で
き
る
が
、
大
き
な
災

害
は
国
の
査
定
を
受
け
て

実
施
し
て
い
る
。
町
は
町

の
対
応
が
あ
る
の
で
、
議

員
さ
ん
も
建
設
課
に
連
絡

い
た
だ
き
た
い
。

瀧
野
委
員

地
域
の
要
望
に
つ
い
て

は
自
治
会
長
名
で
地
域
の

議
員
が
一
緒
に
な
っ
て
推橋梁点検車両

林業機械
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委員会報告

進
す
る
こ
と
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

中
野
委
員

大
雨
に
よ
り
暗
渠
が
詰

ま
る
案
件
が
増
え
て
い
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

高
橋
建
設
課
長

暗
渠
が
詰
ま
る
場
所
も

あ
る
が
、
地
域
と
協
議
し

て
実
施
し
て
い
く
。

中
野
委
員

異
常
気
象
を
考
慮
し
た

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

議
案
第
１
１
１
号　
「
平
成
26
年
度
久
万
高
原
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

予

算

の

補

正

額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
３
０
２
３
万
５
千
円

が
追
加
さ
れ
、
総
額
は

５
億
８
２
９
６
万
３
千
円

歳
入
の
主
な
も
の

水
道
移
転
補
助
金

２
６
０
０
万
円

前
年
度
繰
越
金

２
５
５
万
２
千
円

一
般
会
計
繰
入
金

１
６
８
万
３
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

水
道
管
支
障
移
転
工
事

費
２
８
０
０
万
円

議
案
第
１
１
２
号　
「
平
成
26
年
度
久
万
高
原
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

予

算

の

補

正

額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
３
０
３
万
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
は

１
億
８
９
５
２
万
４
千
円

歳
入
の
主
な
も
の

一
般
会
計
繰
入
金

２
３
万
６
千
円

前
年
度
繰
越
金

２
７
９
万
４
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

施
設
等
修
繕
費

３
０
０
万
円

審
議
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で
「
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
。」
と
決
定
し
た
。

水道管支障移転工事場所
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委員会報告

［
ご
み
処
理
施
設
を
視
察
］

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
専
門

委
員
会

平
成
26
年
７
月
２
日　

参
加
15
名

①
松
山
市
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

②
㈱
ロ
イ
ヤ
ル
ア
イ
ゼ
ン

　
（
総
合
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

松
山
市
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

全
連
続
燃
焼
式
ス
ト
ー
カ
炉
３
基
で
処

理
能
力
１
日
３
０
０
ト
ン
で
す
。
現
在
は

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
、

１
基
を
休
止
し
、
２
基
を
交
互
に
使
用
し

て
い
る
た
め
に
、
実
質
１
基
の
稼
働
状
況

の
様
で
す
。

久
万
高
原
町
の
燃
え
る
ゴ
ミ
24
年
度

２
２
０
０
ｔ
が
25
年
度
１
９
０
０
ｔ
に
減

少
し
て
い
る
。
粗
大
ゴ
ミ
60
ｔ
も
南
セ
ン

タ
ー
に
処
理
を
委
託
し
て
い
る
。

㈱
ロ
イ
ヤ
ル
ア
イ
ゼ
ン

松
山
市
内
の
食
品
廃
棄
物
と
、
木
く
ず

（
剪
定
枝
）
で
約
半
年
か
け
て
完
熟
堆
肥

を
生
産
し
て
い
る
。

久
万
高
原
町
で
は
、
食
品
廃
棄
物
の
発

生
を
抑
え
る
方
法
を
、
担
当
課
で
研
究
し

て
い
る
。
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委員会報告

［
議
員
派
遣
］

平
成
26
年
度
第
１
回
町
議
会
議
員
研
修
会

平
成
26
年
７
月
31
日
議
員
全
員
参
加

メ
ル
パ
ル
ク
松
山
「
ラ
フ
ィ
―
ネ
」

①　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
事
例
の
発
表

［
中
国
地
区
］　

鳥
取
県
北
栄
町
議
会

井
上　

信
一
郎　

議
長

議
会
基
本
条
例　

積
極
的
な
情
報
公
開

議
会
だ
よ
り
・
ラ
イ
ブ
中
継
・
議
会
報

告
会［

四
国
地
区
］　

高
知
県
四
万
十
町
議
会

宮
地　

章
一　

議
長

議
会
基
本
条
例
の
制
定
と
「
ま
ち
づ
く

り
規
本
条
例
」
と
の
整
合
性

［
九
州
地
区
］　

熊
本
県
御
船
町
議
会

岩
田　

重
成　

議
長

議
会
基
本
条
例
の
制
定
・
通
年
議
会
の

開
催［

愛
媛
県
］　

久
万
高
原
町
議
会

瀧
野　

志　

議
長

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
選
挙
区
制
度

改
革
）

議
会
会
報
発
刊
・
議
会
報
告
会
開
催

②　

南
海
地
震
に
備
え
て　

乃
田　

俊
信

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
香
川
大
学
客
員
教

授Ⅰ　

今
、
危
機
（
災
害
）
を
考
え
よ
う

Ⅱ　
「
南
海
地
震
」
を
知
ろ
う

Ⅲ　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

Ⅳ　

実
行
す
る
の
は
、
あ
な
た
で
す

第
80
回
町
村
広
報
研
修
会

平
成
26
年
７
月
10
日
11
日
２
日
間

東
京
都
千
代
田
区
「
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・

サ
ボ
ー
」
会
館

参
加
者　

議
会
広
報
担
当
及
び
議
長
７
名

こ
れ
は
議
会
活
動
に
対
す
る
住
民
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
、
議
会
広
報

実
務
担
当
を
対
象
に
し
た
、
議
会
広
報
の

発
展
が
目
的
。

第
一
日

広
報
誌
編
集
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

や
方
法
が
あ
り
、
読
ま
れ
る
広
報
誌
の
条

件
を
研
究
し
て
、
編
集
に
反
映
し
て
い
く
。

第
二
日

Ⅰ　

八
つ
の
、
項
目
的
に
沿
っ
た
企
画
・

編
集
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ⅱ　

よ
み
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
へ
の

編
集
技
術
等
に
つ
い
て
。
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委員会制度

久万高原町議会委員会一覧表
区分 委員会名 委員氏名　◎委員長　○副委員長 担当部門・内容等

常任委員会

総務文教厚生
常任委員会

瀧
野
　
　
志

川
崎
　
勝
弘

上
岡
　
正
文

長
山
　
淳
志

髙
橋
　
末
廣

○
田
村
　
昭
子

◎
玉
井
　
春
鬼

総務、住民・保健福
祉課、教育委員会、
町立病院、あけぼの
ささゆり荘、消防、
分譲宅地造成等の各
事業を担当

産業建設
常任委員会

中
川
　
武
志

西
山
　
清
一

小
川
　
光
雄

山
之
内
敏
秋

上
沖
　
教
一

○
日
野
　
明
勅

◎
中
野
　
克
仁

建設・企画観光・農
政、森林林業・環境
整備課、上下水道、
農業集落排水、簡易
水道、凶荒予備等の
各事業を担当

議会運営
委員会

議会運営
委員会

中
川
　
武
志

西
山
　
清
一

中
野
　
克
仁

上
沖
　
教
一

玉
井
　
春
鬼

○
髙
橋
　
末
廣

◎
小
川
　
光
雄

15 ページ委員会の
種類（２）をお読み
ください

特別委員会

決算
特別委員会

中
川
　
武
志

西
山
　
清
一

小
川
　
光
雄

日
野
　
明
勅

田
村
　
昭
子

○
上
沖
　
教
一

◎
髙
橋
　
末
廣

平成 25年度決算を
審査し、これを認定
する。予算審議と財
政運営の批判と指導
に役立てる。財政民
主化。

議会改革
特別委員会

瀧
野
　
　
志

中
野
　
克
仁

日
野
　
明
勅

玉
井
　
春
鬼

田
村
　
昭
子

○
髙
橋
　
末
廣

◎
中
川
　
武
志

議会報告会を実施し
て住民の皆様により
身近な議会を目指す。
議会基本条例につい
て検討中。

議会会報
特別委員会

西
山
　
清
一

山
之
内
敏
秋

上
岡
　
正
文

上
沖
　
教
一

長
山
　
淳
志

○
川
崎
　
勝
弘

◎
中
野
　
克
仁

「議会だより」の企
画、作成、発行を通
してより身近な議会
を目指す。
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委員会制度

委員会制度はなぜあるか
議会は、議員全員が一堂に会してすべての議案を審議するのが理想ですが、議員

数が多いと質疑だけでも時間が必要となるし、案件が増加し、内容も複雑になるに

つれて、詳細な審議を尽くすことが困難になってしまいます。

議会の運営が形式的になったり、行政が多様化、専門化してくると、本会議のみ

では、とうてい多数の議案を能率的に処理することは不可能になっていくし、議員

もまた、そのすべてに通じることは困難になってしまいます。

委員会制度は、このような欠陥を補完して、審議の実を挙げるため工夫されたも

ので、それぞれ専門部門別に審査を分担するものです。

委員会の種類
（１）常任委員会

常任委員会は、その部門に属する町村の事務に関する調査を行い、議案陳情を

審査する機関。他に請願、議員の資格決定、懲罰の審査も行なう。久万高原町に

は、「総務文教厚生常任委員会」「産業建設常任委員会」がある。

（２）議会運営委員会

議会運営委員会の権限は、議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会

に関する条例等に関する事項、議長の諮問に関する事項について、調査を行なう

こと、議案、陳情等の審査を行なうことである。

議会前には必ず委員会を開き、議会の円滑で効率的な運営のための答申を議長

に行なう。

（３）特別委員会

特別委員会は、臨時特定の事件について設置される。

予算、決算、基本構想案等の審査や、地域開発対策等の調査のために設けてい

る例が多い。

久万高原町には現在「決算特別委員会」「議会改革特別委員会」「議会会報特別

委員会」がある。
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議会だより・議会報告会についてのご意見ありませんか？

議会だよりに
○○○なコーナーが
あればなぁ～

議会報告会で
あんな事

聞きたいなぁ～

議会だより
こうすればもっと
見やすいのに！

編

記

集

後

議会を傍聴しませんか？！

本会議も常任委員会も傍聴できます！

12月定例会（予定）	12月8日（月）	 開会日・一般質問等
	 12月9日（火）	 総務文教厚生常任委員会
	 	 産業建設常任委員会
	 12月12日（金）	閉会日

発　　　行／久万高原町議会
　　　　　　愛媛県上浮穴郡久万高原町久万188
発行責任者／町議会議長　瀧野　志

久万高原町議会だより　第3号　平成26年11月19日

問い合せ先　久万高原町議会事務局　TEL・FAX0892−21−0134

編集／議会広報特別委員会
　　　TEL0892（21）0134　FAX0892（21）0134
印刷／明星印刷工業株式会社

「議会だより」も「議会報告会」も住民の

皆様に議会をもっと身近に感じていただき、

その声を議会活動に生かすべく発刊、開催し

ているものです。皆様のご意見・ご指導をよ

ろしくお願いいたします。

ご意見等の送付先（郵便又はFAX）

久万高原町　議会事務局　宛

住所　久万高原町久万188

　　　FAX	0892−21−0134
※ご意見等には御住所、御氏名を明記してください。

先
日
の
議
会
報
告
会

で
、
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
、
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
、
読
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
実
感
が
わ
い
て
き

て
、
う
れ
し
さ
反
面
、

責
任
の
重
さ
も
感
じ
た

次
第
で
す
。

議
会
報
告
会
と
議
会

だ
よ
り
、
こ
の
活
動
を

通
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歩
む
議
会
に
近
づ
け

ば
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
色
々
な
声

を
議
会
だ
よ
り
で
と
り

あ
げ
る
様
な
企
画
も
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
上
記
ま
で
ご
連

絡
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

	

（
中
野
）
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